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瀬戸市北方の珪砂採堀場

名古屋市北東20k血瀬戸市北方にあって広大な地域に露天堀で粘

土資源珪砂資源の開発を行っている｡陶磁籍類耐火物の原料とし

て用いられる粘土資源と主にガラス原料として用いられる珪砂資源が

あって地域産業の極めて重要な供給源となっている.写真は瀬戸市

開発公社瀬戸開発鉱山(第三鉱区)の採掘場で砂礫層中の珪砂(シラ

ワキ)を主に採掘しており最盛蜘こは150万t/年の生産量があった

わカ掴最大級の珪砂採堀場である.この他隣接する地域に最も特色

のある陶土原料として賞用される木簡粘土蛙目を主に採掘Lていると

ころもある.耐火粘土資源珪砂資源も最近にたって需要の増大に

伴う大量採掘による枯渇化が叫ばれておりまた埋蔵地周辺の都市化

が急速に進んだため採掘可能地域の確保が次第に困難になってきている.
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